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18 歳から「大人」？　成人
にできること、できないこと

ねことことり
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新しく成人となる 18 歳の皆さん
が得られる権利や義務などにつ
いて、わかりやすく解説します。

互いの環境が違っても思いやり、
歩みよる。ねことことり、それぞ
れの視点から見える幸せとは？




